

















の 長 男 で 大 学 教 授 の 一 郎
は、
妻 で









愛 し て い た か は
明 確 に は
描 か
れ て い な い 。
ま た 直 の 本 心
も は
っきりと描
か れ て い な い 。
本 論 文 は 、
直 は 一 郎 を 愛 し
て い
た の か 、
一 郎 は 直 を
愛 し て い た の か を 検
証 す る た め 、
直 の 方 面
と、
一郎















そ し て 、
一 郎 は 果 た
し て ど う
な る の か を
考
え て い き
た い 。




ら れ る こ























箇 所 を 抜 き 出 し
考察していく。
此処で言う「1章」
と い う の は
「兄
1章」
と い う 意
味 で あ る 。
十三章で二郎たちは泊まっている宿の下
の 土 手 を 散 歩 す る 。
母 と
二郎よりも





一 郎 と 直 に 身 体 的 な 距 離 が み ら れ る 。




























兄 夫 婦 の 部 屋 は
ず っ と 静 か だ っ た の で あ る 。
ここから、
兄夫婦には会話が極端に少
ないことが考えられる。二 十 六 章 で 、
二郎と直は和歌山に出かけることになる。

























調 戯 わ れ て い る と 感 じ る 。
直が二郎を調戯うのは、
二郎に親しみを
感 じ て い る か ら で あ る と 考 え ら れ る 。
二 十 八 章 で 直 と
二郎
は 電 車 に 並 ん で 腰 を 掛 け て い る 。








話 し た い と 思 っ て い る と 考 え る 。
ここから直は二郎と話す意思があ
る こ と が わ か る 。
また
二郎が、





















直 は 理 由 を つ け て 二








































































































































































































と い う わ け で 上 の ベ ッ ド に 寝 る こ と に な っ た 。
そして母と直は下の






















































































































































二 人 き り に な る と い う 身









で あ る 。第三節
「塵労」における直の態度
引き続き「塵労」
































































考 え 方 で あ る 。
も し も 直 が 一 郎 を 心 か ら 愛 し て い る な ら 、
家のもの
に苦痛を訴え
て い た 一 郎 を 助 け た い と 思 う は ず で あ る 。
一 郎 と 夫 婦
で あ る の に 直 は 醒 め て い る 。
そ し て 、
男は嫌になればどこへでも行





































そ し て こ う 続 け る 。
「兄




























































































































の で あ り 、
一郎は黙って独り書斎に退くのが常であった。




一 郎 は 貞 に 結 婚 を す る と 人 間 の
品格が堕落し、
恐ろしい目に会うことすらあると言う。













一 郎 は 直 が
去ってしばらくすると書斎へ向かう。
こ の よ う な 光 景 を 二 郎 は 東 京
に帰ってからしばしば目撃していた。
一郎と直の関係はよくない方
向 へ と 進 ん で い る の で あ る 。
そ し て 一 郎 は ま す ま す 書 斎 に 龍 る こ と
になる。
直 と 一 郎 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 少 な く な っ て い る の は 明
確 で あ る が 、





二 郎 は 一
郎が親身の親からも離れようとしていると考える。






か ら な い と こ ろ か ら 始 ま っ た こ と だ
が、
人 間 不 信 に 陥 っ て い る 。
こ
の 人 間 不 信 は 直
のスピリットが
掴めないところに起因していると考
え ら れ る 。
一郎は二郎が直のことを報告しないために二郎を信用し





い 、 心 と 心 の 交 流 で あ る 。
直との心からの交流が望めずに、
二郎にそれを求めるのだが不可能
だ と 知 っ た 一 郎 は 二 郎 を 罵 倒 す る 。
口 論 の 末 、
一 郎 と 二 郎 の 聞 に は
深 い 溝 が で き る 。
二郎が一郎の部屋に自分から行っていたのだがそ
れ が な く な り 、
ますます一郎は孤独になる。

































































直 の こ と は 疑 う の に 、
貞を部屋に招き入れ
























































































































で あ る 。
ここ



















































一 郎 は 直 が
抵抗しないために自分の人格が堕落すると苦痛の表情を浮かべながらH
さ ん に 話 す 。
な ぜ そ う す る 経 緯 に 至 っ た か 一 郎 は 明 か さ な い 。
しかし以前に
「暗々女も気狂にして見なくっちゃ、











































が 失 敗 に 終 わ り 、
直の本音を知ることは果たされなかった。
それか
ら 一 郎 は
テレパ





加 え る に 至 っ た の で あ る 。
苦渋の選択だった
の で あ ろ う 。
それゆえ直への暴力を語る一郎は自分の人格が堕落し
て い る と 言 い 、
顔に苦痛の表情を浮かべるのである。















は 語 る 。
一郎の今までの行動を見
















は 来 な い 。
するとモハメッドは自ら山のほうに歩いて行くという話


























































































































おわりに(終章)直 と 一 郎 の 悲 劇 は 、
見合いで心と心が結ぼれることなく結婚した
ζとに起因していた。















































の 始 ま り に 関
連性があるのではないかと考えた。
二 作 品 の 時 空 の 繋 が り か ら 考 察
する。
『こ

























を 散 歩 す る 場 面 が あ り 、











































( 略 ) 他
の存在を尊敬すると同時に自分
の存在を尊敬するというのが私の解釈なのですから、
立 派 な 主
義だろうと私は考えているのです。
と述べている。



























主 義 』 (
筑摩書房
一九八八・七)
二次資料飯 田 祐 子 「
〈長野家〉の中心と






金 泰 淵 「激石におけるエゴイ ズ ム の 問 題 l 『 行 人 』
を中心と
し て | 」
( 「国文学解釈と
鑑 賞 」












伊 豆 利 彦 「
『行人』論の前提」(
「日本文学」
口可d円べU
一九六九・三)
